
2021年度 環境経営レポート

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作成日： 2022年6月17日

エコアクション２１

　（対象期間：2021年6月～2022年5月）

日鐵鋼業株式会社



□ ごあいさつ

環境経営方針

＜環境理念＞

○事業活動全般におけるＣＯ２排出量の削減

○太陽光発電による電力供給への貢献

○事業活動全般における水使用量の削減

○事業活動全般における産業廃棄物の削減

○提供及び購入する製品、サービスにおける環境配慮に取り組みます。

制定日： 2009年08月10日

改定日： 2022年06月06日

日鐵鋼業株式会社

代表取締役 能登　伸一

環境経営に積極的に取り組むために環境取組み体制を構築し、継続的改善を推進するため
次のことに取組みます。

二、 環境に関する法律、規則、協定を全社一丸となって遵守します。

三、 環境に対する本方針と方針遂行の為のシステムを全社員に周知徹底し環境に対する意識の
向上につとめます。

四、 我社周辺地域についても継続して清掃を行うなど地域に貢献します。

　自然環境を守りつつ地域経済の発展に寄与してくことを経営理念に掲げています。
そのために全社をあげて各々の部門で自主的に策定した活動計画に基づいて一つひ
とつの取り組み事項を確実に遂行していきます

日鐵鋼業株式会社は、鉄鋼一次加工販売業という事業活動において、常に地球と地域の環境の
保全に貢献します。

＜環境経営に対する方針＞

一、
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□ 組織の概要
（１） 名称及び代表者名

日鐵鋼業株式会社
代表取締役社長　能登　伸一

（２） 所在地
本社・工場 広島県福山市曙町四丁目16番14号
第2工場 広島県福山市曙町四丁目142-2
第3工場 広島県福山市曙町四丁目20-6
資材倉庫 広島県福山市多治米町六丁目10-9

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者 専務取締役　能登　薫 TEL：084-953-0816
担当者 総務部 久松　莉奈

（４） 事業内容
ガス溶断、レーザー切断、のこ切断による鉄鋼の一次加工品の製造及び販売、太陽光発電事業

（５） 事業の規模
製品出荷額 １９.６億円　（２０２１年度）

本社・工場 第２工場 第３工場 多冶米倉庫
従業員　　　　　 無人
延べ床面積　　　 ２,５００㎡ １，６５０㎡ ２，６３０㎡ ３００㎡

（６） 事業年度 ６月～５月

□認証・登録の対象範囲(認証登録範囲）
事業者名：日鐵鋼業株式会社
事業活動：　鋼材ガス溶断、レーザー切断,のこ切断による鉄鋼一次加工品の製造及び販売、太陽光発電事業
対象事業所：　本社、多治米倉庫

□取組体制

□組織の役割

事務局　 環境経営目標、環境経営活動実施計画書原案の作成
製造部工場長　

製造部全体における環境経営システムの計画と実施
課長
社員 決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

　　　45名

代表者（社長） 環境経営目標の設定
環境管理責任者　 環境経営に関する統括責任,環境管理責任者、EA21推進会議の事務局

    多治米倉庫 

    環境管理責任者 能登 薫 

   製造1課 
  (ガス） 

   製造2課 
 （レーザー） 

  製造3課 
（ノコ・二次加工） 

       管理部       営業部 

代表取締役 能登伸一 

                   製造部工場長  

事務局 

 経理・総務課 
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□環境経営目標

単位 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

売　　　上 万円 200,000            200,000            170,000            190,000                 

電気使用量 ㎏-CO₂ 532,000            520,000            438,600            475,000                 

㎏-CO₂/万円 2.66                 2.60                 2.58                 2.50                      

化石燃料 ㎏-CO₂ 110,800            109,600            91,800              117,800                 

㎏-CO₂/万円 0.554                0.548                0.540                0.620                    

一般廃棄物排出量 ㎏ 560                  554                  468                  519                      

㎏/百万円 0.280                0.277                0.275                0.273                    

産業廃棄物排出量 ㎥ 29.00                28.80                24.14                26.79                    

㎥/百万円 0.0145              0.0144              0.0142              0.0141                  

水　使用量 ㎥ 694                  666                  660                  697                      

※①２０１９年度は、中国電力㈱ CO２換算係数(実排出係数)： 0.674(2008年度実績）を使用

□環境経営目標と実績（2021年度）

単位 目標 実績 達成度（％） 評　価

売　　　上 万円 170,000            196,457            116% 達成

㎏-CO₂ － 524,305            - －

電気使用量 (イーセル） ㎏-CO₂ 438,600            408,560            107% －

(イーセル） ㎏-CO₂/万円 2.58                 2.08                 124% 達成

化石燃料 ㎏-CO₂ 91,800              115,562            79% －

㎏-CO₂/万円 0.540                0.588                92% 未達成

一般廃棄物排出量 ㎏ 468                  603                  78% －

㎏/百万円 0.275                0.307                90% 未達成

産業廃棄物排出量 ㎥ 24 33 73% －

㎥/百万円 0.0142              0.0166              86% 未達成

水　使用量 ㎥ 660                  867                  76% 未達成

㈱イーセル CO２換算係数(調整後排出係数)： 0.592㎏-CO2/ｋWh (平成28年度実績）を使用

項　目

提供する製品、
サービスの環境配慮

アイテム数 23 15 65%

項　目

提供する製品、
サービスの環境配慮

アイテム数 21                    22                    23                    24                        

　　②２０２０年度以降は、㈱イーセル CO２換算係数(調整後排出係数)： 0.592㎏-CO2/ｋWh (平成28年度実績）を使用

全社総ＣＯ2排出量

　　③原単位算式は、実績値÷売上高＝原単位数値

未達成
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□ 環境経営計画の取組み結果と評価

取り組み計画 達成状況 評　価（結果と次年度の取り組み内容）

電力による二酸化炭素排出量の削減 全体評価　　A

・こまめな消灯 〇 新工場工事の為、使用量が増加した

・不良品による再制作削減 〇 QMSによって減少したがまだ完全ではないから継続していく

・デマンド管理によるピーク消費電力抑制 〇 効果あり、継続していく

・材料配置換えで効率化（導線検討） 〇 クレーン可能範囲内に置場変更したから安全に作業できるようになった

・ファイバーレーザー本格的稼働 〇 想像以上に効果がもたらされている＝さらに稼働率向上　継続

〇

〇

自動車燃料による二酸化炭素排出量の削減 全体評価　Ｂ

〇

〇

〇

〇

〇

一般廃棄物の削減 全体評価　Ｂ

〇

〇

〇

〇

○

産業廃棄物 全体評価　Ｂ

○

○

○

節水 全体評価　Ｂ

○

○

○

○

社会貢献 全体評価　Ｂ

〇

全体評価　　Ａ：順調　Ｂ：未達成　Ｃ：遅延　Ｄ：実施不十分

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。 評価実施日：20220615

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

高圧ガス保安法 保安監督者の選任、消火設備等

消防法及び高圧ガス保安法 貯蔵開始の届け出、警戒標識等、標識の提示

廃棄物処理法 一般廃棄物(紙くず.生ゴミ）、産業廃棄物（廃プラ、廃油、木くず）

フロン排出抑制法 フロンが含まれるものを使用するものについては使用時簡易点検1回/3月、定期点検1～3回/年

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟および苦情等も過去10年間ありませんでした。

・雨水有効利用 植木、花への水やりで実行＝継続

・ガスの散水節約

・会社周辺の清掃 朝の10分間清掃に定期的に取り入れるようにした

・発注点の見直しを定期的に実施 ３S活動計画通り開催＝継続

・切削用の水道水管理　 散水する切断する板厚を限定

・事務所節水の推進 出しっぱなしを抑制して効果＝掲示物設置

マシンソルソフト活用で作業指示書を簡素化と少量化 リサイクルはできているが日々の燃えるゴミが増えた

・3S活動によって不用品を購入しない 購入に際してはしっかり審議している＝Gミーティングで検討

・バンギの材質を堅いものにする さらに各部署で色別分けをして管理＝バンギ回収ボックス設置

・分別による古紙のリサイクル化 分別を行い、月一回引き取りしていただいている＝継続、徹底

・パソコン２画面化の採用 90％のデスクワークで２画面化完了＝継続

・OA化（ドキュワークス）による印刷物の削減 ３Ｓ活動の取り組みにドキュワークスの整理整頓を追加

・配送Gと営業Gとのコミュニケーション向上 月に一度配送会議をしている

・配送メンバー同士のコミュニケーション向上相互協力 かなりチームワーク感が醸成されてきた

・裏紙使用 ほぼ100％裏紙の使用を行っている＝継続

・アイドリングストップ 月に一度の配送会議で呼びかけをしている

・急加速、急停車の防止 月に一度の配送会議で呼びかけをしている

・効率的な配送業務、納期工夫 配車係を決めたことによりだいぶ効率的になりつつある＝継続

昨年春から始まった鉄鋼製品の価格高騰が大きく作用して売上目標及び原単位電力二酸化炭素排出量は達成
することができたが、その他設定管理項目は未達成という現状を踏まえて、各部門において次期計画策定での継続
的改善に向けた取組み内容を具体的に決定し取り組むことが必要である

　・工程の見える化強化 タブレットで作業することによりリアルタイムでわかるようになった

　・空調温度の適正化（冷房20℃暖房28℃設定） 設定温度を守っている
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□ 代表者による全体の評価と見直し・指示 実施日：20220615

☆環境管理責任者からの報告

・ 環境方針の変更は基本的にはありませんが2021年2月に行ったＳＤＧｓ宣言を意識してしっかり活動する

・ 売上に対する目標値が達成できたことは価格上昇によるところが大きいことを自覚しなければならない

・ 広島県DX推進チームからの要請で改善活動の報告をしたことは大きな自信と改善意欲につながった

・DXを活用したペーパーレス化は実現できて効果があがっている

☆ 代表者による次年度への取り組み指示事項

★見直し・指示事項

　　・環境経営方針：　　指示なし

　　・環境経営目標及び環境経営計画：　　指示なし

　　・実施体制：　　指示なし

◆代表者の要望事項

　　・ ペーパーレス化をさらに拡大する

　　・次年度も３S活動計画を各々のメンバーが自主的に作成しもれなく遂行＝継続

　　・QMSを全員が遵守させる　月一回のQMS会議で検証確認、ミスクレームをゼロにする挑戦

　　・営業部における業務分担化を推進

　　・新工場建設完了に伴い、各部門で周知を結集して最善のレイアウトを実施する

　　・探さない現場、探さない事務所の実現を目指す

□環境経営取組みの紹介
切削油の再利用

理屈じゃない3Ｓから始まったＤＸ
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日鐵鋼業株式会社本社前での全社員集合

　

編集後記

　今年も各部門で年度始めに策定した年間改善活動計画を確実に遂行していく。昨年度からは一つ一つの
取り組みに責任者を設定して計画の実行が約束された。その上で営業における業務分担化、製造における
多能工化とペーパーレス化を完了させる。さらにQMS体制を生かしミスのない生産活動も併せて展開してい
く。

最新加工設備を備えた第３工場全景

　今年度は鉄鋼相場の大幅な上昇によって大きく増収増益という結果となった。ただいずれこの相場は下落
することを想定しておかなければならない。浮かれることなく改善活動をしっかりと行う。
　新工場が６月に完成してこれまで狭かった作業エリアもかなり改善できた。これから約１年を掛けて新設備
の導入と既存設備の移設をする予定となっている。これまで各部門で検討してきた最善のレイアウトで新工
場の稼働を順次進めていく。
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